
総務費 民生費 衛生費 土木費 消防費
教育費 公債費 その他

 高野たけしの活動報告
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（令和6年12月〜令和7年2月の内訳）   

逗子市議会議員  （ ６期 ）


・議会運営委員会委員長


・総務常任委員会委員


・基地対策特別委員会委員

　逗子市の令和7年度の当初予算総額は428億7,562万円

（一般会計245億7,655万円、特別会計147億3,210万円、公

営企業会計35億6,697万円）となっています。


　歳入では市税収入が回復傾向にあるものの、市債が拡

大（前年度比＋7.5%）していることを考えると、財政を安定さ

せるためには市債の償還額を平準化していくことが欠かせ

ません。


　また、歳出では義務的経費に占める扶助費の割合(46.1%)

の高さが目立ちます。少子高齢化を背景に、10年前と比べ

ると10.9ポイント上昇していることからも、この上昇率をいか

に抑制していくかがこれからの課題と言えます。


　今後は歳入と歳出のバランスを維持しながらも、市民ニー

ズに応える施策を展開するための財源を確保していくこと

が市政運営におけるポイントとなってきます。

 令和7年度の新たな取り組み

 一般会計予算

245億7,655万円

民生費　105億700万円

【内訳】　社会福祉：48億8,603万円

　　　　　 児童福祉：47億2,608万円

　　　　   生活保護：  8億9,489万円

総務費

32億8,359万円

※その他は議会費・農林水産業費・商工費・予備費

～ 令和7年度一般会計予算 ～

その他　5億4,686万円

公債費

16億6,409万円

教育費

21億6,767万円

消防費

13億2,246万円

土木費

24億3,510万円

衛生費

26億4,978万円

＊不登校児童・生徒の居場所づくり


　教室に入りづらい子どもが自分に合ったペースで学習や生活


　ができる支援教室を全小中学校に拡大。


　体験学習施設スマイルを活用して、外出することが難しい子


　やその保護者が集える場所を整備。


＊高齢者の疾病による重症化を防止


　インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、肺炎球菌に加


　え、帯状疱疹の予防接種を追加。


＊自治体間連携で脱炭素化を推進


　三浦半島4市1町が連携し、太陽光発電設備のさらなる普及


　に向けた補助制度などの事業を実施するほか、二酸化炭素


　の吸収源となる藻場の再生などブルーカーボンに係る取り組


　みを展開。


＊小坪2丁目県有地の公園整備に着手


　災害時対応公園として令和9年度の開園を目指し、用地の取


　得、整備工事に着手。


＊デジタル化で利便性を向上


　マイナンバーカード等を使い、申請書の手書きによる記入部


　分を減らす「書かない窓口」システムを戸籍住民課、子育て


　支援課に導入。



あなたの声を高野たけしへ
Tel / Fax：０４６-８７１-７３６８　　E-mail：takano_zushi@yahoo.co.jp

～ T o p i c s ～

高野たけしの活動

ブログはこちらから

設計のやり直しにより一旦白紙に・・・


第68回逗子海岸花火大会の日程が決定!!

生ごみの分別回収・いつから？

　現在、久木小学校の長寿命化事業が進めらていますが、令和6年度

中に着工を予定していた屋内運動場の改築工事を一旦白紙に戻すこと

に。工事車両が進入する小学校前面道路の耐荷重が20tのところ、資

材の搬入に60t車両が必要な設計となっていたことが原因です。そのた

め、前面道路の調査を実施した後、改めて設計内容、工事手法等を見

直した上で工事の再開ということになります。


　その後も校舎棟や管理棟、外構工事などが控えており、全ての工事

完了時期（2030年10月予定）が大幅に遅れ

　5月22日（木）、19時30分からの打ち上げとなります（荒天時中止）。

昨年好評だった一般協賛シート・椅子席は観光協会のHPや窓口（市

　令和7年3月から生ごみの分別処理を予定していましたが、葉山町に

建設中の資源化処理施設の完成が遅れていることから延期に。現時点

では8月頃から開始できるのではないかとの見通しも示されています

が、遅延している施設の完成、葉山町との建設費用負担割合の調整、

市民への再周知などを考えると、さらに遅れることが予想されます。

マリーナの維持に向けて検討開始!!

　神奈川県がプレジャーボートの保管施設として運営している渚マリー

ナは令和9年3月末をもって閉鎖される予定となっていることから、閉鎖

後に既存マリーナ施設を活用した施設運営が逗子市に担えるか、その

可能性について検討が始まりました。

　現在、策定を進めている小坪漁港海業

振興基本計画に位置付け、海洋観光・海

洋レジャーの拠点とするなど、当該地から

の収入において運営できる利活用の方策

を模索していくことになります。

　広域連携で進めているため柔軟な対応

が難しい側面もありますが、開始時期に拘

らず、市民にとって過度な負担がかかるこ

とがないよう丁寧に進めていってもらいた

いと思います。

てしまうことは否めませんが、安全性をしっ

かりと担保することはもちろん、工事期間

が長引くことに伴う生徒たちへの負担を少

しでも軽減できる配慮を望むものです。

役所2階）等で4月4日から受付開始の予

定。今回から観覧シート・椅子席の場所を

事前に選択できるようになったとのこと。


　予備日がないため、花火大会当日が好

天に恵まれることを願うばかりです。


